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令和２年度通常総会を開催

　令和２年7月３０日、島根県林業会館において令和２年度通常総会を開催しました。
　今回は新型コロナウイルス対策の面から規模を縮小して開催することとし、来賓の招待、優良工事及び業
務の表彰式を取り止め、基本的な感染対策を講じた上開催しました。
　開会に当たり、池田副会長から「７月はじめ熊本県を中心に九州、中部地方など日本各地で発生した集中
豪雨によって多くの方が亡くなられた。島根県でも７月１３日からの大雨により江の川下流域では川が氾濫
するなど大きな被害を被っている。被災された方々にお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復旧を願っ
ている。
　梅雨前線の停滞により長く降り続いた雨で地盤の緩んでいるところもある。引き続き、土砂災害に注意し
ていただきたい。また、想定を超
えた自然災害が多発する現状に鑑
み、治山事業、森林整備事業の重
要性がますます高まっていくと考
えている。
　こうした中、近年の自然災害に
よる甚大な被害の発生を踏まえ、
森林環境譲与税の譲与額を前倒し
で増額し、森林整備などを一層推
進することとなった。これを機に
「森林経営推進センター」では、
それぞれの地域のニーズに沿った
支援をさらに強化し、市町村の事
業が円滑に進むよう努めていく。
　また、森林協会は森林・林業施
策の充実・強化と予算確保に向
け、今後とも国、県等関係先へ要
望活動を行っていくこととしてい
る。会員の皆様をはじめ、関係各
位のご理解とご協力をお願いす
る。」旨の挨拶がありました。
　続いて、島根県農林水産部鈴木
大造部長と一般社団法人日本治山
治水協会・日本林道協会山口俊一
会長からの祝辞披露の後、議事に
入り、提案した５議案は全て提案
どおり承認されました。

池田副会長あいさつ

会場の様子
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協 会 長 表 彰

工　　事　　名 施工場所 受賞者（代表者）

林地荒廃防止事業　松廻団地地区その２工事 松江市八雲町熊野
株式会社　大谷商工
代表取締役　大谷　研

平成３０年度　復旧治山事業（殿河内地区３工区）
渓間工事

雲南市三刀屋町殿河内
若槻セメント工業　有限会社
代表取締役　若槻　幸雄

平成３０年度　緊急予防治山事業（佐田支所工区２）
山腹工事

出雲市佐田町反辺
株式会社　今岡興産
代表取締役　今岡　裕統

平成 30年度繰越　災害関連緊急治山事業　湯抱地区
山腹工事

邑智郡美郷町湯抱
株式会社　オーサン
代表取締役　甚田　尚

令和元年度　復旧治山事業　岡迫地区１工区　渓間工事 浜田市旭町本郷
株式会社　岡貞組
代表取締役　岡本　貞人

平成３０年度（補正）　復旧治山事業　市原西溢地区
（２工区）工事　

益田市市原町
東西建設　有限会社
代表取締役　吉部　剣一

■治山工事

業　　務　　名 業務場所 受賞者（代表者）

令和元年度　水源森林再生対策事業（尾原地区）
全体計画調査、測量・設計業務

雲南市木次町平田外
株式会社　ワールド測量設計
代表取締役　和田　晶夫

令和元年度　広域基幹林道整備事業　金城弥栄線
第２工区　構造物設計業務

浜田市金城町波佐外
島建コンサルタント　株式会社
代表取締役社長　多久和　豊

平成３０年度水源森林再生対策事業都川地区測量設計業務 浜田市旭町都川
株式会社　日西テクノプラン
代表取締役　田中　賢

平成３１年度　林業生産基盤道開設事業　春日山線
環境調査業務

益田市匹見町落合
株式会社　荒谷建設コンサルタント
山陰支社　支社長　下山　勉

■治山工事

工　　事　　名 施工場所 受賞者（代表者）

平成 30年度　県営林道開設事業　北山線第２工区その５
道路工事

松江市島根町大芦
株式会社　サピイ
代表取締役　山本　偉

平成３０年度　（補正分）林道開設事業　宮本聖谷線
道路工事

出雲市多伎町奥田儀
株式会社　安井組
代表取締役　安井　和広

令和元年度　広域基幹林道整備事業　金城弥栄線第３工区
その 12道路工事

浜田市弥栄町程原
阿郷建設　有限会社
代表取締役　阿郷　一日

■林道工事

工　　事　　名 施工場所 受賞者（代表者）

令和元年度　復旧治山事業　岡迫地区１工区　渓間工事 島根県浜田市旭町本郷
島根県浜田県土整備事務所
治山・林道第二課

■治山木材使用工事

路　　線　　名 所在位置 受賞者（管理者）

都万目線 隠岐郡隠岐の島町上西 隠岐の島町長　池田　高世偉

■林道維持管理



大田市林業祭賑やかに開催される
大田市森林組合

　令和2年11月7日、大田市民会館を会場として「第7回大田市林業祭」が開催されました。
　大田市森林組合では職員有志の発案により平成26年から林業祭に取り組んできました。組合員・市民の
皆さんに森林組合活動や森林・林業への関心を深めていただきたい熱い想いはあるものの、イベント開催の
経験はなく手探り状態でのスタートでした。集客の見込みも立たないため、第1回から第3回までは歴史も
あり毎年多くの人が集まる三瓶山北の原の「さんべ祭」に便乗して、組合が管理している三瓶こもれびの広
場木工館駐車場を会場として開催しました。
　「さんべ祭」との同時開催でノウハウと自信を蓄え、平成29年の第4回からは念願の森林組合本所周辺を
会場としての単独開催としました。職員から次々と生まれ出てくる手作りアトラクションの魅力もあり昨年
令和元年の第6回まで年々集客数を伸ばし、地域に認められる「林業祭」にまで成長させることができまし
た。
　今年令和2年には、大田市から全国植樹祭開催記念事業として共催の申し入れがあり、会場も大田市民会
館周辺として「第7回大田市林業祭」を開催することになりました。
　コロナ禍の真っただ中、そして初めての広い会場での開催など数々の不安を抱えながらの準備作業でし
た。特にコロナ感染防止対策については開場寸前までチェックを重ねるなど徹底を図りました。
　当日はあいにくの雨模様。しかし、不安を吹き飛ばすように、開場と同時に駐車場は満杯、受付では親子
連れを中心にコロナ対策チェックを待つ行列ができました。
　開催にあたっては大田市を始めとして数多くの関係団体・企業の力強いご支援を頂きました。おかげさま
で森林・林業への関心と理解を深めていただくという所期の目的は十分に達成できたものと思います。併せ
て、森林組合職員の心意気も感じていただけたのではないかと思います。

受付でコロナチェック 林業機械デモンストレーション

林業体験 山崩れシュミレーション
３

会員コーナー
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治山・林道1年目職員を紹介
雲南県土整備事務所
主任技師　渡　部　さ　や

　県職員６年目、昨年までは西部農林振興センター益田事務所で林業普及業務（木材利用）を担当していま
した。森林土木は今年から初めて担当します。
　担当業務は治山・林道事業です。雲南市、奥出雲町、飯南町にお
いて、災害復旧や災害未然防止のための治山事業、保安林機能向上
のための森林整備工事、林道改良工事などを発注し、その工事現場
の監督をしています。
　これまで、完成した土木施設を目にすることはあっても、計画・
設計から完成まで携わるのは初めてのことで、戸惑うことや新しく
覚えることも多いですが、地域の方が安心・安全に暮らせるよう、
日々業務に取り組みたいです。

県央県土整備事務所
技師　中　山　智　徳

　治山・林道課に配属されて約9ヶ月が経ちました。最初はわからないことだらけで、「治山ダム」とは何
なのかというところから始まりました。今は治山と林道の両方の監督員を任せてもらい、それぞれの現場で
いろいろなことを学ばせてもらっています。

　治山ダムは、現時点で土砂流出が生じている場所に設置するだけ
でなく、その場所がある谷全体で渓床勾配が大きく不安定土砂のあ
る箇所に設置することで、山地全体の渓床の安定・山脚の固定・土
砂流出抑制につながります。なので、治山事業は１つの谷単位で考
えていかなければなりません。
　私はまだまだ未熟ですが、今後どのような谷で治山対策をすれば
いいのか、また、治山事業や森林施業を進めるためにどのような場
所に道をつければいいのかがわかるようになるため、監督員の仕事
に精一杯取り組んでいこうと思います。

益田県土整備事務所
主任　森　山　沙希子

　私は現在、治山・林道課第二係で林道春日山線（益田市匹見町）と林道耕田内美線（鹿足郡津和野町）を
担当しています。4月に赴任してすぐは、公共事業と非公共事業との違いに戸惑い、初めて触る積算システ

ムやCADシステム、聞いたことのない専門用語を前にやっていけ
るのか不安でいっぱいでした。今では、先輩の後ろで林道や治山の
現場を見せてもらい、協議に立ち会う中で、読めなかった図面や設
計書が徐々に分かるようになってきました。地質、気象条件などに
より現場が計画通り進まず、請負業者への指示が難しい場面もあり
ますが、先輩方のサポートで何とかやっています。この経験を積み
重ね、自分なりの意見ができる職員になれるよう努力していきたい
です。
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５

林業公社　県西部地域に新たな拠点事務所を開設

島根県林業公社 西部事務所

　島根県林業公社では、県西部地域での体制強化を目的として大田市内に新たに「西部事務所」を開設しま
した。

１　開設の背景
　林業公社では県西部地域9市町に1万１千haを超える公社分収造林契約地を有しています。これらの契約
地においては収穫事業※（主伐）の対象となる林齢に達した森林が年々増加しており今後も伐採量の拡大が
期待されることから、今年4月よりこの地域に新たな活動拠点を開設して事業実行体制を強化しました。
　<名　称>　公益社団法人 島根県林業公社 西部事務所
　<所在地>　〒694-0052 大田市久手町刺鹿540-1　

大田市木材市場協同組合2階
Ｔｅｌ：0854-83-7175
Ｆａｘ：0854-86-8175
Ｅ-mail：seibu@forestry-shimane.or.jp

　<職　員>　西部事務所　4名
その他　地域駐在員　3名（県地域事務所内）、
現場監督員　5名

２　事務所の業務
　昨年度からスタートした林業公社 第5次経営計画において主な取り組み項目とされた「収穫事業の推進」
を活動の柱として、木材生産の低コスト化を図り、原木販売戦略を練りつつ、更新伐等を着実に実施し、原
木の増産や事業収益の増加に繋がるよう林業事業体への働きかけを一層強化していきます。また、併せて収
穫事業実施時の収益性向上に繋げるための保育事業（切捨・利用間伐）や林業専用道の開設、収穫事業跡地
への植栽等についても県地域事務所、市町と協力・連携しながら積極的に取り組んでまいります。

収穫事業※ 
　森林の持つ公益的機能の維持確保に配慮する
ため、造林補助事業を活用し、1契約地を複数の伐
採区に分割したうえで、伐採間隔（時期）を空けて
１伐区の伐採面積を抑えた小面積皆伐を行うも
の。
３回に分けて伐採する「更新伐（モザイク林誘導
型）」と、２回に分けて伐採する「人工林整理伐」の
２種類の伐採方法がある。

左から椿課長、持田林業専門員、杉原課長補佐、杉原所長
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６

林業公社　県西部地域に新たな拠点事務所を開設

島根県林業公社 西部事務所
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　<名　称>　公益社団法人 島根県林業公社 西部事務所
　<所在地>　〒694-0052 大田市久手町刺鹿540-1　

大田市木材市場協同組合2階
Ｔｅｌ：0854-83-7175
Ｆａｘ：0854-86-8175
Ｅ-mail：seibu@forestry-shimane.or.jp

　<職　員>　西部事務所　4名
その他　地域駐在員　3名（県地域事務所内）、
現場監督員　5名

２　事務所の業務
　昨年度からスタートした林業公社 第5次経営計画において主な取り組み項目とされた「収穫事業の推進」
を活動の柱として、木材生産の低コスト化を図り、原木販売戦略を練りつつ、更新伐等を着実に実施し、原
木の増産や事業収益の増加に繋がるよう林業事業体への働きかけを一層強化していきます。また、併せて収
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への植栽等についても県地域事務所、市町と協力・連携しながら積極的に取り組んでまいります。

収穫事業※ 
　森林の持つ公益的機能の維持確保に配慮する
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採区に分割したうえで、伐採間隔（時期）を空けて
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の。
３回に分けて伐採する「更新伐（モザイク林誘導
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２種類の伐採方法がある。

左から椿課長、持田林業専門員、杉原課長補佐、杉原所長

　　次に、林業公社が行う取り組みについて簡単に説明します。
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もと、分収方式による森林造成を行う法人として昭和40年に設立され、これまでに2万haを超える植林を行
ってきました。また、事業の実施により農山村経済の振興や就労機会の付与、地元住民の福祉向上にも大き
く貢献してきました。しかしその後の外国産材需要の増加等による影響で国産木材価格は長期に渡って低迷
しており、木材の販売収入による収益分収、借入金の償還を前提としている林業公社の経営環境は厳しいも
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〇 分収造林のしくみ
　林業公社における分収造林事業では、森林の「土地所有者」、植栽・保育を行う「造林者（市町）」、森
林造成に必要な費用を負担する「費用負担者（林業公社）」の３者が共同で森林の造成を行う契約を結び、
造林木の伐採時に得られる収益を契約で定めた割合で分け合います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇 収益分収の割合（％）

・木材販売収益の分収方法
　収益の分収は、木材販売収入
から木材生産経費を差し引いた
額（収益）を分収割合に応じて
配分します。

・3者契約と資金の流れ
　植栽及び保育・林業専用道の開設等
に係る費用は、費用負担者である林業
公社が補助金と借入金により賄い、木
材販売によって得られる将来の分収金
収入により元金と利息を返済すること
になっています。

土地所有
（造林地所有者）

市 町
（造林者）

林業公社
（造林費負担者）

分収造林契約

［土地提供］ ［植栽・保育・管理義務］

［植栽・保育の費用負担義務］

契約年度
３者契約

S40～H元

H2～H11

H12以降

土地所有者

４０

３５

３０

林業公社

５５

６２

６５

市町

５

３

５
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森林経営推進センターの取り組み

1．はじめに
　森林経営推進センターの運営も2年目を迎えました。当センターでは、森林経営管理制度を運営するため
の市町が行う業務の「技術支援」に加え、各市町の取り組み状況・課題の共有や解決に向けた検討を行う
「推進連絡会議」の運営や、市町の担当職員の能力向上を目的とした「職員研修」を主業務としており、新
たに新型コロナウイルス感染症対策にも十分配慮しながら取り組みを進めています。 　　　

2．再委託第１号は後野団地（浜田市）
　元年度モデル団地として選定された8市町8団地
（約104ha）のうち3団地（約20ha）について、今
年4月末までに集積計画が公告されました。
　このうち、浜田市の後野団地（約6ha）について
は、８月に配分計画が公告され、再委託事務が完了
し、当センターが制度の運用支援に関わった第1号の
事案となりました。
　さらに、安来市の高江寸次団地（約4ha）でも配分
計画が10月に公告され、第2号が誕生るなど、県内
でも制度の運用が少しずつですが進みつつありま
す。 　                     
　　　　　　　　　　　      　　  
3．市町担当職員の実務研修を実施
　森林・林業行政において、「森林経営管理制度」のスタートにより、地域に密着した市町村の果たすべき
役割も益々大きなものとなりました。
　そこで、当センターでは、主な業務の1つに市町担当職員向けの研修にも取り組んでおり、森林計画制度
や各種補助制度の概要から森林経営管理制度の運用に係る実務に至るまで幅広く必要な研修を実施している
ところです。　
　なお、令和2年度の実施状況は以下のとおりです。
　○　第1回職員研修   　　　　　　　　　　　　
　　・新型コロナウイルス感染症の影響で、やむを

得ず職員が各市町に出向く形式により内容を
絞って実施しました。

　　　1）開 催 日：5月21日～6月5日
　　　2）開催場所：各市町役場等
　　　3）研修内容：
　　　　①森林経営シミュレーションソフトの
　　　　　利用について
　　　　②先進的な取り組み事例の検討について

後野団地での森林調査の様子

林野庁担当者による講義

森林協会からの

お知らせ
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　　・新型コロナウイルス感染症の影響で、やむを

得ず職員が各市町に出向く形式により内容を
絞って実施しました。

　　　1）開 催 日：5月21日～6月5日
　　　2）開催場所：各市町役場等
　　　3）研修内容：
　　　　①森林経営シミュレーションソフトの
　　　　　利用について
　　　　②先進的な取り組み事例の検討について

後野団地での森林調査の様子

林野庁担当者による講義

　○　第2回職員研修  
　　・森林所有者から預かった森林について、伐採等を行う権利を市町村に設定するための経営管理権集積

計画の作成手法やその留意事項等について、林野庁森林集積室の担当者を講師として招き、具体的な
市町事務についての研修を行いました。

　　　1）開 催 日：8月27日
　　　3）研修内容：
　　　　①森林経営管理制度について
　　　　　・意向調査までの事務の流れ
　　　　　・経営管理権集積計画の作成と留意事項について
　　　　②森林環境譲与税
　　　　　・概要と活用事例の検討
【参　考】
　■ 研修会終了後、今後の業務支援等の参考とするためアンケートを実施し、取りまとめましたので一部
についてご紹介します。

　　　なお、回答は10項目程度の例示からの選択方式とし、市町職員24人から回答を得たもので、問に対
する回答が多かった上位2項目を記載しています。　

　　　問1）林務担当となって何年目ですか。
　　　　　　　①1年目　7人（29％）
　　　　　　　②2年目　8人（25％）　
　　　問2）森林経営管理制度に取り組む上での課題はなんですか。（複数回答）
　　　　　　　①森林・林業に精通した職員がいない  　　12人
　　　　　　　②現状の職員数では事務量がこなせない　  11人
　　　問3）制度を進める上で必要な支援は何ですか。
　　　　　　　①人的な支援（技術者の派遣等）　　　9人
　　　　　　　②事務マニュアルの整備や研修の実施　7人

4．おわりに
　令和2年度においては、9月末までに新たに約280haの提案をうけ、モデル団地となり得るか関係者の皆
様と現在、検討を続けているところです。　
　一方、検討を進めると、「森林の境界が未確定
である」、「相続手続きが行われておらず所有者
が確定できない」、「所有者への意向調査を行い
たいがマンパワーが足りない」等、担当者からの
様々な声を聞きます。
　制度を運用する上で市町が抱えるこのような課
題を解決し、少しでも地域の森林の管理が進むよ
う、当センターもまずは出来る範囲・内容から支
援させていただき、順次支援内容を拡充したいと
考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願
いします。

再委託に向けた林業事業体への説明

森林協会からの

お知らせ
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林業専用道（規格担当）研修会
　10月12日から3日間、森林組合職員7名が参加し研修会を開催しました。。
　資料提供、講師派遣で島根県（林業課、森林整備課、西部農林振興センター県央事務所林業部、県央県土
整備事務所治山・林道課）、大田市森林組合、島根県林業公社、島根県森林土木技術協会、島根県山地防災
ヘルパー協議会にご協力いただきました。

＜研修生の感想＞
勝部　圭（大原森林組合）
　先日は、3日間にわたってご指導していただきありがとうございました。とてもわかりやすく、一人一人
に講師の方がついて教えていただいたので、質問もしやすくとても有意義な研修となりました。ありがとう
ございました。
　普段の業務で、森林作業道を担当しており、林業専用道（規格相当）を担当したことがなかったため、難
しい部分が多くありました。今回の研修でご指導していただいた、カーブセットや現地の測量等を生かして
いきたいと思います。また、管内に専用道が少ないため、専用道と森林作業道を組み合わせ、効率的な森林
の整備を進めていきたいです。
原　伸宏（仁多郡森林組合）
　今回の研修を受けて、最初林業専用道の設計や図面の描き方測量のしかたについて全く分かりませんでし
たが、研修を通してカーブの取り方や縦断、横断の描き方など知ることができました。研修で学んだことを
すべて覚えるのはまだ時間がかかりそうですが、３日間の中で道について知らないことが学べてとても良い
機会となりました。         
渡部　光良（仁多郡森林組合）
　研修は講義、測量機器の説明に始まり現地での実習、図面作成、設計の内容でした。実質２日間と時間の
制約がある中、充実した内容だったと思います。今後は研修の成果が十分発揮できるよう業務に励みたいと
思います。また、主催された島根県森林協会の広江専務様をはじめ、研修中お世話になった関係者の皆様あ
りがとうございました。私にとって懐かしい方々との久しぶりの再会もありとても有意義な研修となりまし
た。
梅木　昌幸（飯石森林組合）
　今回は、林道専用道（規格相当）現地研修会を開催していただきありがとうございました。
　初めて操作する測量機材でなにもわかりませんでしたが、講師の皆様にはわかりやすく指導してくださり
ありがとうございました。踏査作業が一番大事であることを言われ、日頃の仕事でも頑張って踏査しようと
思います。
田中　幸昌（大田市森林組合）
　今回の研修は3日間行われましたが、初日と最終日が半日だったので、実質2日の研修でした。短期間の
為、駆け足で一通りの流れを行ったので、理解できてないところは沢山ありますが、何となくの流れはわか
りました。個人的には、現地でＩＰを何処に置けばいいのか？縦断勾配をどの様に引いたら良いのか（災害
やコストなどを考慮して）？歩掛や単価表など今まであまりかかわりがなかったのでよくわからないです
（計算するだけ？）。
　今後も少しずつスキルアップの研修会を計画されているとの事なので機会があれば参加したいと思いま
す。
辻村　修一（大田市森林組合）
　専用道について、入組から4年間、殆ど関わっていない中での本研修は、自分にとって非常に濃いものと
なりました。用語の説明（ex.規格相当とは？）から、どの指針に基づき運用されているか等の基礎的な内
容や、使ったことのない器具の使い方も学べ、勉強になりました。現地踏査・設計図の作成もここまで細か
い作業をしたことがなく、視野を広げる良い機会となりました。今後も他組合と情報共有等を行い、学ぶ姿
勢で業務に邁進します。
岡　真樹（石央森林組合）
　少人数の講習でしたので、１人ずつ講師
の方について頂き、細かなところまで指導
して頂いたおかげで、作図まで完成出来た
が、研修の内容が濃くとてもこの講習では
時間が足りない気がする。復習やステップ
アップも含めて続きの研修もお願いした
い。利用期の山林を伐るには道が重要とな
るが、市町村が主体となって開設するには
時間がかかりスピード感が限られる。森林
組合の役割りは期待される中で、視察、講
義だけでない、現地実習を取り入れた研修
は覚える上で非常に良かった。 会場の大田市林業振興センター前で講師、研修生が集合写真

森林協会からの

お知らせ
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　研修は講義、測量機器の説明に始まり現地での実習、図面作成、設計の内容でした。実質２日間と時間の
制約がある中、充実した内容だったと思います。今後は研修の成果が十分発揮できるよう業務に励みたいと
思います。また、主催された島根県森林協会の広江専務様をはじめ、研修中お世話になった関係者の皆様あ
りがとうございました。私にとって懐かしい方々との久しぶりの再会もありとても有意義な研修となりまし
た。
梅木　昌幸（飯石森林組合）
　今回は、林道専用道（規格相当）現地研修会を開催していただきありがとうございました。
　初めて操作する測量機材でなにもわかりませんでしたが、講師の皆様にはわかりやすく指導してくださり
ありがとうございました。踏査作業が一番大事であることを言われ、日頃の仕事でも頑張って踏査しようと
思います。
田中　幸昌（大田市森林組合）
　今回の研修は3日間行われましたが、初日と最終日が半日だったので、実質2日の研修でした。短期間の
為、駆け足で一通りの流れを行ったので、理解できてないところは沢山ありますが、何となくの流れはわか
りました。個人的には、現地でＩＰを何処に置けばいいのか？縦断勾配をどの様に引いたら良いのか（災害
やコストなどを考慮して）？歩掛や単価表など今まであまりかかわりがなかったのでよくわからないです
（計算するだけ？）。
　今後も少しずつスキルアップの研修会を計画されているとの事なので機会があれば参加したいと思いま
す。
辻村　修一（大田市森林組合）
　専用道について、入組から4年間、殆ど関わっていない中での本研修は、自分にとって非常に濃いものと
なりました。用語の説明（ex.規格相当とは？）から、どの指針に基づき運用されているか等の基礎的な内
容や、使ったことのない器具の使い方も学べ、勉強になりました。現地踏査・設計図の作成もここまで細か
い作業をしたことがなく、視野を広げる良い機会となりました。今後も他組合と情報共有等を行い、学ぶ姿
勢で業務に邁進します。
岡　真樹（石央森林組合）
　少人数の講習でしたので、１人ずつ講師
の方について頂き、細かなところまで指導
して頂いたおかげで、作図まで完成出来た
が、研修の内容が濃くとてもこの講習では
時間が足りない気がする。復習やステップ
アップも含めて続きの研修もお願いした
い。利用期の山林を伐るには道が重要とな
るが、市町村が主体となって開設するには
時間がかかりスピード感が限られる。森林
組合の役割りは期待される中で、視察、講
義だけでない、現地実習を取り入れた研修
は覚える上で非常に良かった。 会場の大田市林業振興センター前で講師、研修生が集合写真

島根県知事、議会への要望

　島根県森林組合連合会、（一社）島根県森林協会、（一
社）島根県木材協会、島根県林業種苗協同組合は令和２年
１０月２１日、島根県知事、副知事、総務部長、農林水産
部長へ、また、９月１７日に島根県議会へ要望活動を行い
ました。
｠｠
＜要望項目＞
１　新型コロナウイルス感染症の影響が強まる中において
も、循環型林業が推進されるよう、関係団体の取り組み
への指導と支援
２　コロナ禍においても中山間地域の雇用を確保することができるよう、令和３年度森林整備事業予算の安
定確保
３　新技術導入等のための指導・支援
（１）原木生産と再造林の更なる低コスト化に向け、航空レーザ計測等のスマート林業を含めた技術の指導
と支援策の充実

（２）コンテナ苗の安定供給に向けた新しい育苗技術の確立と生産指導
（３）市町村に対して、循環型林業拠点団地内で森林環境譲与税を活用した林業専用道など林内路網整備の
指導

４　県産木材の需要を拡大するために、公共建築物に限らず、民間建築物を含めた木造化・木質化の推進
５　台風や豪雨災害から県民の生命財産を守るための、防災・減災対策に必要な治山事業予算の確保

臨時総会を開催

　速水雄一会長（雲南市長）、近藤宏樹理事（安来市長）、山碕英樹監事（飯南町長）の辞任に伴い、役員
選出のための臨時総会及び理事会を11月18日（水）林業会館で開催しました。新たな会長に楫野弘和大田
市長、監事に勝田康則奥出雲町長が選任されました。

４団体の代表と丸山知事

森林協会からの

お知らせ

役職名 氏　　名 会　員　名 備　考 役職名 氏　　名 会　員　名 備　考

会 長 楫　野　弘　和 大 田 市 新任 理 事 立　石　　　幸 飯石森林組合

副 会 長 池　田　高世偉 隠 岐 の 島 町 皆　田　修　司 大田市森林組合

下　森　博　之 津 和 野 町 専 務 理 事 広　江　慎　一 学 識 経 験 者

理 事 久保田　章　市 浜 田 市 監 事 勝　田　康　則 奥 出 雲 町 新任

長　岡　秀　人 出 雲 市 石　橋　良　治 邑 南 町

嘉　戸　　　隆 美 郷 町

※任期：令和３年度通常総会（７月開催予定）まで
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令和2年度全国治山・林道コンクール

　令和2年11月19日（木）、一般社団法人日本治山治水協会、
日本林道協会主催による治山・林道コンクールの表彰式が赤坂
インターシティコンファレンス（東京都）で行われ、島根県か
ら推薦した工事が林野庁長官賞、一般社団法人日本治山治水協
会協会長賞、日本林道協会長賞を受賞しました。

１．第３６回民有林治山工事コンクール
受賞区分　　一般社団法人日本治山治水協会長賞
工 事 名　　復旧治山事業　岡迫地区１工区　渓間工事
受 賞 者　　株式会社　岡貞組　岡本　貞人

２．第２１回民有林治山木材使用工事コンクール
受賞区分　　林野庁長官賞
工 事 名　　復旧治山事業　岡迫地区１工区　渓間工事
受 賞 者　　島根県浜田県土整備事務所　治山・林道第二課

3．第３６回民有林林道工事コンクール
受賞区分　　日本林道協会長賞
工 事 名　　県営林道開設事業
　　　　　　北山線第２工区その５道路工事
受 賞 者　　株式会社　サピイ
　　　　　　代表取締役　山本　偉

左端　日本林業協会 前田会長、
右から浅川林野庁次長、池田隠岐の島町長

森林協会からの

お知らせ
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令和2年度全国治山・林道コンクール

　令和2年11月19日（木）、一般社団法人日本治山治水協会、
日本林道協会主催による治山・林道コンクールの表彰式が赤坂
インターシティコンファレンス（東京都）で行われ、島根県か
ら推薦した工事が林野庁長官賞、一般社団法人日本治山治水協
会協会長賞、日本林道協会長賞を受賞しました。

１．第３６回民有林治山工事コンクール
受賞区分　　一般社団法人日本治山治水協会長賞
工 事 名　　復旧治山事業　岡迫地区１工区　渓間工事
受 賞 者　　株式会社　岡貞組　岡本　貞人

２．第２１回民有林治山木材使用工事コンクール
受賞区分　　林野庁長官賞
工 事 名　　復旧治山事業　岡迫地区１工区　渓間工事
受 賞 者　　島根県浜田県土整備事務所　治山・林道第二課

3．第３６回民有林林道工事コンクール
受賞区分　　日本林道協会長賞
工 事 名　　県営林道開設事業
　　　　　　北山線第２工区その５道路工事
受 賞 者　　株式会社　サピイ
　　　　　　代表取締役　山本　偉

左端　日本林業協会 前田会長、
右から浅川林野庁次長、池田隠岐の島町長

4．第４３回林道維持管理コンクール
受賞区分　　林野庁長官賞
工 事 名　　都万目（つばめ）線
受 賞 者　　隠岐の島町長　池田　高世偉

功労者表彰
●日本林道協会創立70周年記念林道功労者

※11月18日開催の「治山林道のつどい」にて表彰
　林野庁長官賞（感謝状）

中谷　勝氏
（前吉賀町長　前島根県森林協会理事）

＜主な功績＞
　氏は、１２年の長きに亘り町長として地域
の振興・発展に尽力された功績に加えて、快
活な人柄と強いリーダーシップは町民誰もが
認めるところである。
　森林・林業・木材産業の振興には林道整備
が不可欠であるとの認識から、また、過去の
災害も踏まえ、住民の安全確保の面からも路
網整備に取り組まれた。また、当協会の理事
として協会活動に誠意を持って取り組み、森
林・林業・木材産業の推進に尽力された功績
は誠に多大なるものがある。

森林協会からの

お知らせ
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